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移植医療と再生医療の

有機的融合をめざして

Newsletter

東北大学病院移植再生医療センターは組織移植や細胞移植、および
再生医療の研究支援、臨床支援に特化した組織で2022年4月1日に設
立されました。
5つのミッションを効率よく遂行し、移植医療と再生医療の向上に貢
献していきます。

1. CPC（細胞製造施設）管理および学内研究者の細胞加工物作製の支援

2. 各種Working group構築による学内研究者への有用な再生医療用細胞供給

3. 移植再生医療シーズの臨床研究支援

4. 細胞移植/再生医療に関する診療支援

5. 組織バンクの設立

〈編集・発行〉 東北大学病院移植再生医療センター



東北大学病院移植再生医療センターでは、再生医療や細胞治療に用
いられる脂肪組織由来幹細胞（ADSC : adipose tissue-derived stem 
cell）を安全かつ安定的に供給することを目指して、倫理委員会の承
認を得て、2023年秋にADSC供給プロジェクトを立ち上げました。

ADSCは間葉系幹細胞とよばれるものに属し、体内に存在する幹細
胞の一つです。損傷や炎症を生じた組織に集積して障害を抑える物質
を放出し、組織の回復機能を持ちます。また脂肪細胞、骨芽細胞、軟
骨細胞、神経細胞などさまざまな細胞に分化できることが知られてい
ます。
これらの幹細胞の機能を活かした再生

医療や細胞治療の研究や治験が盛んに行
われていますが、国内では間葉系幹細胞
の供給が不足しており、海外からの調達
に頼らざるをえないのが現状です。

ADSC供給プロジェクトでは研究協力
機関より脂肪組織の提供を受け、安全性
と品質が担保されたADSCまたは組織を
研究者および企業に安定的に提供するこ
とで、再生医療の発展への貢献を目指し
ます。

ADSC供給プロジェクト立ち上げと同
時に多くのドナー登録情報と脂肪組織を
ご提供いただき、ADSC提供に向けて検
討をすすめることができました。

＜2023.10～2024.3＞
ドナー登録 ：14例
脂肪組織受入： 7例 〈プロジェクトメンバー〉

ADSC供給プロジェクト
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今後はさらに脂肪組織の受け入れ体制を強化し、ADSC供給プロジェ
クトを推進していきたいと考えています。

これまで提供脂肪組織より分離・培養したADSCが間葉系幹細胞の細
胞表面抗原発現パターンを示し、脂肪細胞、骨芽細胞、軟骨細胞に分
化することを確認しました。現在は高品質かつ安定的なADSC供給を
目指し、分離・培養の詳細な条件検討をおこなっています。
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〈細胞表面抗原〉 〈分化誘導〉

有用細胞供給組織バンク

学内研究者を対象とした、再生医療
等研究支援として、研究用Muse細胞
（Multilineage-differentiating stress 
enduring cells）の供給支援をおこ
なっています。これまで４診療科へ
の供給を実施しました。
引き続き、品質の安定した細胞を供
給することで、アカデミア発の再生
医療シーズの実用化へ貢献していき
たいと考えています。

東北大学病院膵島バンクは、東北大
学病院臓器移植医療部と連携し、24
時間体制で組織提供対応、移植が可
能な施設です。2023年度より医療用
組織バンクとして、東北初の日本組
織移植学会認定バンク（カテゴリー
Ⅰ）を取得しました。
今後も組織移植のプラットフォーム
として新たな組織バンクの新設を目
指します。
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